
①
民
生
費
に
お
け
る
一
般

財
源
の
推
移
は
（
10
年
前

比
較
）。
②
社
会
情
勢
や
市
民

ニ
ー
ズ
の
変
化
に
応
じ
な
が
ら

①
昨
年
水
道
道
路
の
要
望

書
が
町
会
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら

市
へ
出
さ
れ
た
が
、
都
へ
の
提

出
が
今
年
に
な
っ
た
理
由
は
。

②
説
明
、
謝
罪
が
必
要
で
は
。

①
調
布
都
市
計
画
道
路

3
・
4
・
2
号
線
（
水
道
道

路
）
と
3
・
4
・
16
号
線
の
整
備

構
想
案
の
調
整
に
あ
わ
せ
て
提

出
し
た
た
め
。
②
事
情
を
説
明

す
る
。

①
木
造
住
宅
耐
震
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
派
遣
制
度
の
現
状

は
②
防
災
カ
レ
ッ
ジ
の
検
討
状

況
は
③
今
後
、
障
が
い
者
や
、

子
育
て
世
代
向
け
に
発
展
を
。

①
30
件
を
超
え
る
問
い
合

わ
せ
が
あ
っ
た
。②
10
月
に

実
施
す
る
。③
事
業
実
施
後
に

検
証
を
行
い
以
後
考
え
て
い
く
。

災
害
死
者
ゼ
ロ
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

岡

村

し

ん

待
機
児
ゼ
ロ
の
狛
江
へ
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一般質一般質問問一般質問
（要旨）（要 旨）（要 旨）

第3回定例会では、9月7日、8日、10日、11日の4日間にわたり
21人の議員から一般質問が行われました。各議員の主な質問と答
弁を要約して掲載します。

①
介
護
保
険
料
は
今
年
9

千
円
値
上
げ
で
1
・
7
倍
、

「
生
活
で
き
な
い
」
等
の
悲
鳴

は
何
件
。
②
特
養
の
施
設
・
食

費
補
助
が
外
れ
非
課
税
世
帯
で

年
80
万
4
千
円
も
の
負
担
増
、

市
か
ら
補
助
を
。
③
2
つ
目
シ

ル
バ
ー
相
談
室
早
急
に
設
置
を
。

①
約
1
8
0
件
。
②
今
回

の
改
正
は
本
人
資
産
が
一

千
万
円
以
上
、
夫
婦
で
二
千
万

円
以
上
の
方
に
行
っ
た
も
の
。

補
助
や
要
件
の
緩
和
は
現
在
考

え
て
い
な
い
。
③
こ
ま
ほ
っ
と

の
検
証
も
行
い
、
場
所
の
情
報

収
集
に
努
め
る
。

高
齢
者
が
安
心
し
て

暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
に

宮

坂

良

子

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の振

興
を

①
障
害
者
権
利
条
約
に
基

づ
く
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ

振
興
を
。
市
の
現
状
は
。
②
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
種
目
の
ボ
ッ
チ
ャ

に
つ
い
て
、
市
の
見
解
は
。
③

普
及
の
た
め
に
環
境
の
整
備
、

体
験
会
や
講
演
会
の
開
催
を
。

①
運
動
療
育
事
業
、
プ
ー

ル
個
人
開
放
、
ス
ポ
ー
ツ

施
設
優
先
利
用
、
使
用
料
の
免

除
。
②
子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で

広
く
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
。
③

補
助
金
等
を
活
用
し
、
普
及
・

振
興
。

他
に
、狛
江
団
地
ア
ス
ベ
ス
ト
対

策
を
安
全
・
早
急
に
つい
て
質
問

①
乳
幼
児
突
然
死
症
候
群

を
防
ぐ
た
め
、
保
育
園
で

の
午
睡
時
の
呼
吸
確
認
の
時
間

短
縮
を
。
②
公
立
保
育
園
は
地

域
の
子
育
て
拠
点
の
役
割
を
更

に
担
う
べ
き
。
こ
れ
以
上
の
民

営
化
は
す
べ
き
で
な
い
。

①
近
隣
自
治
体
の
状
況
を

確
認
し
て
対
応
し
た
い
。

②
民
営
化
は
多
様
化
す
る
保
育

ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く
も
の
。

ま
ず
、
2
園
の
民
営
化
後
に
検

証
を
行
う
。
少
な
く
と
も
現
段

階
で
、
さ
ら
に
民
営
化
を
考
え

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

保
育
園
の
民
営
化
は
、

こ
れ
以
上
す
べ
き
で
な
い

西

村

あ
つ
子

生
徒
の
意
見
も
反
映
さ
せ
た

中
学
校
給
食
へ

①
中
学
校
給
食
は
全
体
量

が
少
な
い
と
い
う
意
見
が

多
い
。
量
を
ふ
や
し
て
ほ
し
い
。

ま
た
中
学
生
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

実
施
を
。
②
和
泉
小
学
校
へ
の

バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
設
置
の
検
討
状

況
。
③
新
入
学
学
用
品
費
の
早

い
支
給
を
。

①
文
科
省
の
基
準
で
提
供
。

状
況
把
握
と
残
菜
量
を
見

な
が
ら
考
え
る
。
一
定
期
間
経

過
後
に
予
定
。
②
和
泉
小
へ
意

向
確
認
し
、
事
業
者
に
設
置
と

費
用
額
を
依
頼
中
。
③
実
績
に

基
づ
き
支
給
の
た
め
困
難
。
国

や
他
自
治
体
の
制
度
に
注
視
。

①
構
想
素
案
の
市
民
説
明

会
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
出

た
意
見
は
②
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
の
件
数
と
内
容
③
緑
地
指

定
を
知
ら
な
い
人
が
9
割
の
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
も
。
ど
う
考
え

る
か
④
公
有
地
中
心
の
声
に
応

え
住
民
と
の
丁
寧
な
対
話
を
。

①
民
有
地
を
含
め
ず
公
有

地
の
み
で
。
丁
寧
な
説
明

を
。
②
56
件
。
①
と
同
様
。
③

重
要
説
明
義
務
、
建
築
許
可
が

必
要
の
た
め
、
想
定
外
。
④
公

有
地
を
中
心
に
住
民
の
方
々
に

協
力
い
た
だ
け
る
よ
う
意
見
を

伺
っ
た
上
で
考
え
て
い
く
。

和
泉
多
摩
川
緑
地

都
立
公
園
化
に
つ
い
て

田

中

智

子

教
育
施
策
の
充
実
を

①
小
・
中
学
校
の
ネ
ッ
ト

利
用
の
把
握
は
②
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
で
の
ト
ラ
ブ
ル
、
い
じ
め
の

把
握
と
対
応
は
③
学
校
で
の

ネ
ッ
ト
利
用
等
の
教
育
が
必
要

だ
が
④
特
別
教
室
へ
の
エ
ア
コ

ン
設
置
を
前
倒
し
で
⑤
35
人
学

級
の
実
現
を
働
き
か
け
る
べ
き
。

①
全
国
学
力
調
査
で
把
握

②
児
童
の
相
談
や
ア
ン

ケ
ー
ト
等
で
把
握
、
関
係
教
職

員
で
組
織
的
対
応
③
出
前
講
演

会
等
を
実
施
、
今
後
も
予
防
教

育
の
情
報
提
供
④
予
算
内
で
検

討
⑤
学
校
施
設
の
課
題
も
あ
り

教
育
長
会
で
も
働
き
か
け
た
い
。

安
保
関
連
法
案
は
日
本
が

攻
撃
さ
れ
て
い
な
く
て
も

日
本
が
海
外
で
武
力
を
行
使
す

る
も
の
。
憲
法
違
反
の
こ
の
法

案
に
市
長
は
反
対
表
明
を
。

8
月
15
日
の
全
国
戦
没
者

追
悼
式
で
天
皇
陛
下
が
述

べ
ら
れ
た
お
言
葉
の
中
に
、
全

国
民
の
思
い
が
凝
縮
さ
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

憲
法
の
平
和
主
義
に
反
す
る

安
保
関
連
法
に
反
対

鈴

木

え
つ
お

こ
の
土
地
の
過
去
の
経
過

に
は
大
き
な
問
題
が
あ
る
。

緊
急
切
実
な
障
が
い
者
施
設
を

新
た
な
用
地
を
確
保
し
て
建
設

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
、個
人
情

報
保
護
へ
最
大
の
努
力
を

ぽ
か
ぽ
か
広
場
へ
の
障
が
い
者

施
設
建
設
に
つ
い
て

す
る
こ
と
も
検
討
す
べ
き
。

そ
う
い
う
こ
と
も
踏
ま
え

て
、
他
の
重
要
な
政
策
課

題
も
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
ど

う
し
て
い
く
か
考
え
て
い
き
た

い
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
つ
な

が
っ
て
い
る
端
末
で
個
人

情
報
を
処
理
す
る
の
は
危
険
。

総
務
省
の
通
知
に
あ
る
よ
う
に
、

物
理
的
に
切
断
す
べ
き
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
論
理

的
に
分
離
し
安
全
性
は
確

保
さ
れ
て
い
る
が
、
可
能
な
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
は
引
き
続

き
検
討
し
取
り
組
ん
で
い
く
。

市
内
開
発
計
画
に
つ
い
て

①
小
規
模
保
育
誘
致
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。②
29
年
度
に

誘
致
予
定
の
認
可
保
育
園
は
社

会
福
祉
法
人
か
。③
認
可
外
入

所
者
へ
の
補
助
拡
大
の
対
象
は
。

①
平
成
28
年
４
月
開
設
に

向
け
協
議
・
検
討
中
。
②

社
会
福
祉
法
人
を
初
め
、
幅
広

く
検
討
。
③
中
間
報
告
で
提
言
。

対
象
施
設
は
検
討
中
。

て
の
市
の
見
解
は
。

集
ま
っ
て
き
た
情
報
の
信

憑
性
、
正
確
性
、
優
先
度

な
ど
の
精
査
は
必
要
。
重
要
度

な
ど
一
定
の
基
準
を
示
し
て
い

く
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

情
報
の
混
乱
な
ど
で
指
示

を
誤
ら
な
い
対
策
と
し
て

重
要
度
・
優
先
度
を
判
断
す
る

災
害
情
報
ト
リ
ア
ー
ジ
に
つ
い

年
金
情
報
流
出
事
件
は
市

で
発
生
す
る
こ
と
は
考
え

に
く
い
こ
と
を
指
摘
し
論
理
的

根
拠
に
な
ら
な
い
が
、
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
上
の
問
題
は
な
い
か
。

業
務
系
各
シ
ス
テ
ム
と
情

報
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
別

シ
ス
テ
ム
と
し
て
構
築
。
論
理

的
に
分
離
し
、
現
段
階
で
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
上
の
問
題
は
な
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て

小
野
寺

克

己

災
害
時
に
お
け
る
情
報
収
集

と
情
報
伝
達
は
命
を
守
る

地
域
課
題
の
解
決
へ
の取

り
組
み

市
民
か
ら
何
か
行
動
し
て

み
よ
う
と
思
え
る
仕
組
み

が
必
要
。
ア
プ
リ
で
登
録
で
き

る
こ
と
は
広
が
り
を
期
待
で
き

る
の
で
は
。
市
の
見
解
は
。

来
年
４
月
に
開
設
す
る
市

民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
に

お
け
る
人
材
の
掘
り
起
こ
し
を

進
め
る
手
法
の
ひ
と
つ
と
し
て

検
討
し
た
い
。

①
児
童
虐
待
未
然
防
止
へ

の
取
り
組
み
は
②
高
齢
者

セ
ル
フ
ネ
グ
レ
ク
ト
自
己
放
任

へ
の
取
り
組
み
は
③
障
害
者
差

別
解
消
法
へ
の
取
り
組
み
は
。

①
通
告
啓
発
、
家
庭
へ
の

支
援
と
子
育
て
力
向
上
。

②
積
極
的
な
支
援
を
実
施
。
③

合
理
的
配
慮
に
つ
い
て
課
題
を

共
有
し
、
職
員
研
修
を
実
施
。

虐
待
防
止
の

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
に
つ
い
て

の
行
財
政
運
営
の
ポ
イ
ン
ト
は
。

①
14
億
4
9
6
7
万
５
千

円
、
31
・
4
％
の
増
。
②

毎
年
度
の
予
算
編
成
や
内
部
評

価
な
ど
を
通
じ
て
既
存
の
取
り

組
み
の
見
直
し
も
必
要
。

健
康
の
維
持
・
増
進
施
策
の

推
進
に
つ
い
て

石

川

和

広

後
期
基
本
計
画
の
取
り
組
み

と
推
進
に
つ
い
て

①
市
民
の
健
康
づ
く
り
自

助
努
力
へ
の
市
の
支
援
は
。

②
健
康
づ
く
り
へ
の
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
に
「
ヘ
ル
ス
ケ
ア
ポ
イ

ン
ト
」
制
度
実
施
の
検
討
を
。

①
各
種
検
診
事
業
や
、
講

演
会
な
ど
の
健
康
教
育
を

実
施
し
て
い
る
。
②
ポ
イ
ン
ト

制
度
の
導
入
な
ど
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
に
つ
い
て
検
討
す
る
。


